
保
育
所
等
入
所
申
込
の
流
れ

入
所
申
込
書
等
の
配
布

平
成
29
年
11
月
１
日
□水
か
ら
福
祉
課
児
童
福

祉
係（
役
場
１
階
７
番
窓
口
）、
町
立
保
育
所

及
び
小
規
模
保
育
施
設
に
て
配
布
し
ま
す
。

受
　
　付

　◆
受
付
期
間

平
成
29
年
12
月
13
日
□水
～
15
日
□金
の
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
、
午
後
５
時

～
７
時

※�

上
記
期
間
内
の
申
込
で
あ
れ
ば
申
込
順
序

は
入
所
審
査
に
影
響
し
ま
せ
ん
。

　◆
受
付
場
所

役
場
１
階
第
１
会
議
室（
６
番
窓
口
の
向
か
い
側
）

※�

郵
送
不
可
。
受
付
時
に
必
要
事
項
の
聴
取

を
行
い
ま
す
の
で
、
質
問
に
責
任
を
持
っ

て
答
え
ら
れ
る
方
が
申
込
用
紙
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

結
果
通
知

後
日
各
ご
家
庭
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
（
平

成
30
年
２
月
上
旬
頃
予
定
）。

　
保
育
所
や
小
規
模
保
育
施
設
で
は
、
両
親
が
と
も
に
仕
事
を
し
て
い
る
な
ど
、
ご
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
児
童
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
保
育
所
・
小
規
模
保
育
施
設
へ
の
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
29
年
度
中
に
入
所
申
込
書
を
提
出
し
て
入
所
保
留
（
待
機
）
と
な
っ
て
い
る
方
も
、
新
た
に
平
成
30
年
度
の
入
所
申
込
が
必
要
で
す
。

※�

入
所
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
ご
希
望
の
保
育
所
等
に
入
所
で
き
な
い
場
合
や
入
所
保
留
（
待
機
）
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係
　
☎
９
５
６
─２
１
０
１
（
内
１
８
１
／
１
８
４
）

状
態
に
あ
る
（
そ
の
他
）

※�

入
所
決
定
後
に
変
更
が
あ
り
入
所
要
件
に
該

当
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
入
所
決
定
取
消

や
退
所
と
な
り
ま
す
。

保
育
所
等
に
つ
い
て

　
保
育
所
・
小
規
模
保
育
施
設
の
所
在
地
や
対

象
児
童
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。

※�

平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
で
の
月
齢
（
平
成

29
年
10
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）に
な
り
ま
す
。

◆
保
育
所

保
育
所
等
入
所
の
要
件
は

　
児
童
と
保
護
者
と
と
も
に
大
山
崎
町
に
住
所

を
有
し
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
①
～
⑨
の

要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

①�

月
64
時
間
以
上
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
（
就

労
）

②�

母
が
妊
娠
中
で
あ
る
、
あ
る
い
は
出
産
後
間

が
な
い
（
産
前
産
後
）

③�

病
気
や
け
が
の
状
態
に
あ
る
、
あ
る
い
は
心

身
に
障
が
い
が
あ
る（
疾
病
・
負
傷
・
障
が
い
）

④�

病
人
や
け
が
人
あ
る
い
は
心
身
に
障
が
い
の

あ
る
人
の
介
護
、
看
護
を
行
っ
て
い
る
（
介

護
・
看
護
）

⑤�

火
災
、
風
水
害
、
地
震
に
罹
災
し
、
復
旧
に

あ
た
っ
て
い
る
（
災
害
罹
災
）

⑥�

求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
（
求
職
）

⑦�

保
護
者
が
学
校
に
在
学
し
て
い
る
、
ま
た
は

職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
（
就
学
）

⑧�

育
児
休
業
中
で
、
既
に
保
育
所
を
利
用
し
て

い
る
児
童
が
い
る
（
育
児
休
業
中
の
新
規
入

所
は
で
き
ま
せ
ん
）

⑨�

そ
の
他
、
町
長
が
認
め
る
①
～
⑧
に
類
す
る

◆
小
規
模
保
育
施
設

　
小
規
模
保
育
施
設
と
は
、
定
員
が
19
人
ま
で

の
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
（
３
歳
に
な
っ
た
年
度

末
ま
で
）
の
児
童
を
保
育
す
る
認
可
保
育
施
設

で
す
。

　
３
歳
以
降
も
保
育
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
原
則
町
立
保
育
所
へ
入
所
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

名　称 所在地 対象児童 利用時間

公
立
（
町
立
）

大山崎
町保育
所

字大山崎
小字堀尻
15番地

6ヶ月（※）
～就学前

7時～19
時
（18時～
19時 は
延長保育）

第2保
育所

字円明寺
小字鳥居
前 17 番
地

6ヶ月（※）
～就学前

第3保
育所

字円明寺
小字松田
45番地

6ヶ月（※）
～就学前

名　称 所在地 対象児童 利用時間

私
立

京都がくえ
ん保育園

字円明寺小
字殿山1番
地5

1歳
～2歳

7時30分
～18時30分

ひかり保育
園
大山崎町

字大山崎小
字西谷2番
地10

6ヶ月（※）
～2歳

7時～19時
（18時～19時
は延長保育）

平
成
30
年
度 

保
育
所
等
の
新
規
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
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＊
町
立
第
２
保
育
所
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
現
在
町
立
第
２
保
育
所
の
民

営
化
を
進
め
て
お
り
、
平
成
31
年
４
月
か

ら
新
た
に
民
間
保
育
所
が
開
所
さ
れ
る
予

定
で
す
。
平
成
　
年
30

度
に
限
り
、
町
立
第

２
保
育
所
へ
新
規
入
所
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
が
、
０
才
児
ク
ラ
ス
に
入
所
さ
れ
た

児
童
は
平
成
　
年
31

度
に
他
の
施
設
へ
転
園

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
入
所
申
込
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
保
育
時
間

　
保
育
の
必
要
量
の
認
定
区
分
（
標
準
時
間
・

短
時
間
）
に
よ
っ
て
、
利
用
で
き
る
時
間
は
変

わ
り
ま
す
。
短
時
間
認
定
の
場
合
は
、
８
時
30

分
～
16
時
30
分
と
な
り
、
標
準
時
間
認
定
の
場

合
は
、
７
時
～
18
時
（
京
都
が
く
え
ん
保
育
園

は
７
時
30
分
～
18
時
30
分
）
の
間
で
、
保
育
の

必
要
性
の
あ
る
時
間
帯
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
標
準
時
間
認
定
の
方
で
、
18
時
以
降

も
保
育
が
必
要
な
場
合
は
、
18
時
～
19
時
ま
で

延
長
保
育
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
京

都
が
く
え
ん
保
育
園
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
）。

◆
保
育
料

　
児
童
の
年
齢
、
保
育
の
必
要
量
の
区
分
及
び

保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。
な

お
、
保
護
者
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
の

申
告
及
び
課
税
額
を
基
準
に
算
定
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
※�

毎
年
９
月
が
保
育
料
の
切
り
替
え
時
期
と

な
り
、
基
準
と
な
る
住
民
税
の
課
税
年
度

が
異
な
り
ま
す
。

　
○�

平
成
30
年
４
月
～
８
月
ま
で
の
保
育
料
…

Q３�

育
児
休
業
中
で
も
保
育
所
に
入
所
で
き
る

の
で
す
か
？

A３�

育
児
休
業
中
は
「
保
育
の
必
要
性
が
あ

る
」
状
態
と
は
言
え
ま
せ
ん
の
で
、
入
所

い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
申
込
時
点
で
は
育
児
休
業
中
で
あ
っ

て
も
、
入
所
時
点（
※
）で
職
場
復
帰
さ
れ

て
い
る
場
合
は
入
所
申
込
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
育
児
休
業
前
に
す
で
に
保
育
所
に

入
所
し
て
い
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
事
由
に
該
当
す
る
場
合
は
引
き
続
き
入

所
を
認
め
ま
す
。

　
　
※�

原
則
と
し
て
、
４
月
１
日
入
所
の
時
点

で
職
場
復
帰
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
特
例
と
し
て
、
４
月
中
に
職

場
復
帰
さ
れ
る
方
も
入
所
申
込
が
可
能

で
す
。

　この度、民間保育所の設置・運営事業者の募集を行
い、事業者選定委員会における書類審査や視察、ヒア
リング審査を踏まえ、設置・運営事業候補者につい
て、町長へ答申がなされました。町では事業者選定委
員会から答申を受けて、次の事業者を設置・運営事業
者とすることに決定しましたので、お知らせします。

【設置・運営事業者】
　社会福祉法人　端山園
　　　　　　　　（京都市伏見区醍醐上端山町1-47）

　今後は、平成31年４月の開所に向けて、事業者によ
る施設整備のほか、運営方法などについて協議を進め
てまいります。
　開所するまでの間、当事者である保育所入所児童の
保護者はもちろんのこと、近隣住民の方へも説明会等
を開催していくとともに、引き続き広報やホームペー
ジでもお知らせしていきます。
　保育所民営化は、さらなる子育て支援の一環とし
て、未来の大山崎町につながるまちづくりの重要施策
として位置づけているところであり、引き続き町民の
皆様のご理解とご協力をいただきますようお願い申し
上げます。

平
成
29
年
度

　
○�

平
成
30
年
９
月
～
平
成
31
年
３
月
ま
で
の

保
育
料
…
平
成
30
年
度

　
な
お
、
延
長
保
育
料
は
別
途
算
定
し
ま
す

（
小
規
模
保
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
毎
で

の
算
定
と
な
り
ま
す
）。

入
所
中
児
童
の
継
続
入
所
申
込
は

　
現
在
町
立
保
育
所
及
び
小
規
模
保
育
施
設
に

入
所
し
て
い
る
児
童
で
、
平
成
30
年
４
月
以
降

の
継
続
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
別
に
各
施

設
で
配
布
す
る
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
付
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
期
間
な
ど
詳

細
は
各
施
設
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

Q１�

ど
の
よ
う
に
入
所
者
を
選
考
す
る
の
で
す

か
？

A１�

申
込
書
記
載
事
項
や
添
付
書
類
、
申
込
受

付
時
の
家
庭
状
況
の
聴
取
結
果
を
基
に
し

て
審
査
を
行
い
、「
保
育
の
必
要
性
」
の

高
い
児
童
か
ら
入
所
を
決
定
し
ま
す
。

Q２�

現
在
求
職
活
動
中
で
す
が
保
育
所
に
入
所

で
き
ま
す
か
？

A２�

求
職
活
動
中
は
、「
保
育
の
必
要
性
が
あ

る
」
状
態
に
準
じ
る
と
認
め
ら
れ
る
た

め
、
入
所
申
込
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

一
定
期
間
（
３
ヶ
月
）
後
に
就
職
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
時
点

で
就
職
で
き
て
い
な
い
場
合
に
は
、
家
庭

で
の
保
育
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
退
所
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
町
内
の
幼
稚
園
に
つ
い
て

　
町
内
に
は
、
先
に
記

載
し
て
い
る
３
ヶ
所

の
保
育
所
と
２
ヶ
所
の

小
規
模
保
育
施
設
の
ほ

か
、
次
の
幼
稚
園
で
も

小
学
校
就
学
前
児
童
の

教
育
・
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※�

入
園
手
続
き
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
直
接
施
設
（
９

５
７
─３
０
０
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

名　称 所在地 対象児童 利用時間

私
立
京都が
くえん
幼稚園

字円明寺
小字殿山
1番地5

2歳
～就学前

9時～11時30分
（午後保育がある日が
あります。その他預
かり保育もあります）

町立第２保育所民営化に係る
民間保育所設置・運営事業者の決定について
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考えてみよう 障がい者のこと

【街頭啓発】
とき＝12月１日□金10：30～11：30
ところ＝ラブリー円明寺、円明寺郵便局前／中央公民
館、役場、長寿苑前（予定）
啓発＝�授産製作品などの啓発物品を配布

【町制施行50周年  障がい者理解促進研修
「あすチャレ！Academy」】

　障がい者のリアルを当事者から聞き、サポート方法
やコミュニケーション方法を学ぶセミナーです。
とき＝12月６日□水13：00開場、13：30～15：30
ところ＝大山崎ふるさとセンター　３階ホール　
内容＝パラスポーツを題材としたコミュニケーション
体験やグループワークなど
定員＝50人（先着順）どなたでも参加可
講師＝あすチャレ！Academy講師
申込方法＝12月１日□金までに氏名、連絡先を上記申込
先まで

　毎年恒例のふるさと駅伝に今年も小学
生ランナーが出場します！
　乙訓二市一町の全18の小学校が参加。
６区間全9.52kmのコースを、各学校代
表の６年生の男子３人、女子３人のチー
ムがたすきをつなぎ、個人走の男女各１
人がふるさとの街を駆け抜けます。
　ぜひコース沿道から熱い声援を送って
あげてください。
とき＝11月25日□土13：45号砲（小雨決行）
※�予備日は12月２日□土で、第６向陽小
学校グラウンドと周辺道路の周回コー
スとなります

スタート地点＝大山崎小学校
ゴール地点＝向日市民体育館
主催＝向日市教育委員会、長岡京市教育
委員会、大山崎町教育委員会、乙訓地方
小学校長会、乙訓地方小学校体育連盟
問＝学校教育課　☎956-2101（内211）

大会開催中は交通規制がかかります
　大会開催中、選手が通る時間帯にコース
上の道路や交差点で交通規制がかかりま
す。地域の皆さんにはご迷惑をおかけし
ますが、ご理解、ご協力をお願いします。

　平成16年６月の障害者基本法の改正により、国民の間に広く障がい者の福祉に
ついての関心と理解を深めるとともに、障がい者が社会、経済、文化その他あら
ゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として、従来の「障
害者の日」（12月９日）から拡大されました。

障害者週間とは？

　12月３日～９日は「障害者週間」です。町では、各種の催しを開催します。
これを機に、あらためて障がい者福祉について考えてみませんか。
問・申込先＝福祉課社会福祉係　☎956-2101（内151、153） 957-4161

【聴こえの教室】
　聴こえで悩んでいませんか。聴こえや補聴器につい
ての理解を深めましょう。ご家族の方の参加もお待ち
しています。
とき＝12月７日□木13：30～15：30
ところ＝大山崎ふるさとセンター３階ホール
対象＝聴こえに不自由を感じている方とその家族、聴
覚障がい者福祉に関心のある方
内容＝言語聴覚士による講演および交流会
講演：『補聴器の上手な選びかた』
講師：京都市聴覚言語障害センター　荻野　晴生さん
申込方法＝直接、FAXなどで上記申込先へ
申込締切＝11月30日□木
※�情報保障（要約筆記・磁気誘導ループ）あります。
補聴器をお持ちの方はご持参下さい。

12月３日日~９日土は
障害者週間

阪急西向日駅

（第4中継所）
長岡第七小学校

（第2中継所）
長岡第五
小学校

（第1中継所）
円明寺が丘
自治会館

（第3中継所）
長岡第六小学校西側

長岡天満宮

阪急西山天王山駅

阪急長岡天神駅

JR長岡京駅

（スタート地点）
大山崎小学校

（第5中継所）
第5向陽
小学校

（ゴール地点）
向日市民体育館
ふれあい広場

「山小600人の想いを乗せて、いっぱい
練習して優勝できるよう走りきる！」
（左上から）葛城直人君、富田康生君、田㟢空
君、 村優平君（左下から）池田澪紗さん、井上
晴栞さん、小池夢都さん、河本美優さん

「優勝目指して走り抜けろ！」
（左上から）澤井莞太君、冨永浩陽君、髙橋
蒼太君、渡邉隼平君（左下から）太田百香さ
ん、藤本彩音さん、麻生米来さん、筒井琴海
さん

大山崎小学校

第二大山崎小学校

第28回乙訓地方
小学生駅伝大会 乙訓ふるさとふれあい駅伝 11月25日土
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こ
の
た
び
、
大
山
崎
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
手
に

と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
配
布
場
所
・
時
間

【
平

　日
】
大
山
崎
町
役
場
２
階
上
下
水

道
課

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

【
土
日
祝
】
大
山
崎
町
歴
史
資
料
館

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
※
休
館
日
（
毎
週
月
曜
日
：
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）
及
び
年
末
年
始
（
12
／

28
～
１
／
４
）
を
除
く

※
お
一
人
様
一
枚
で
お
願
い
し
ま
す

※
配
布
時
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

●
な
ぜ
マ
ン
ホ
ー
ル
？

　
普
段
、
注
目
す
る
こ
と
の
少
な
い
下
水

道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
。
全
国
各
地
で
そ
の

土
地
ゆ
か
り
の
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
観
光
の
記
念
や
趣
味
の
一

環
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

●
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
と
は
？

　
下
水
道
広
報
の
充
実
に
取
り
組
む
〝
下

水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
通
称
Ｇ
Ｋ

Ｐ
）〟
が
企
画
し
た
も
の
で
、
現
在
は
全

国
約
２
０
０
の
自
治
体
で
配
布
さ
れ
、
往

訪
の
記
念
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ

り
、
大
変
人
気
で
す
。

問
＝
上
下
水
道
課
下
水
道
係

　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
２
９
１
）

足
元
に
は
マ
ン
ホ
ー
ル
、手
元
に
は
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
！

大
山
崎
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
、配
布
開
始
！

▶
町
の
花「
さ
く
ら
」・
鳥「
ウ
グ
イ
ス
」・
木

「
赤
松
」の
デ
ザ
イ
ン
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G
グリュエッツィ

rüezi ! Adrianのスイス通信

　「女心と秋の空」ということわざを初めて聞い
た時は、「え!?日本では、静かで落ち込んでいる
女性が多いと言う意味かな」と考えました。
　そのことわざは私の故郷には当てはまりませ
ん。なぜなら、ベルンの人々の頭の中は、とに
かく「秋の空=霧」だからです。ベルン・ミッ
テルランド（ベルンの低地）は、京都のような
盆地で、川と湖が多くて、丘や山に囲まれてい
ます。そのため、特に秋には霧が増えて、天気はあまり変わりません。この季節になると、何週間も静けさと
灰色の寒い世界が続きます。その一方、丘や山を登れば、素晴らしい景色を見ることができます。幻想的な雲
海を見ると、まるで童話に飛び込んだように感じられます。
　先のことわざをスイスで使うなら、「女心と四月の空」に変更した方がいいでしょう。晴れたり、強い雨が
降ったり、雪と嵐の日もあります。「Im�April,�im�April�macht�das�Wetter�was�es�will」（四月の天気は自ら進む
※）はヨーロッパで有名なことわざです。私はさわやかで変化に富んでいる環境がけっこう好きです。皆さん
はどう思いますか。
※四月の天気の移り変わりは早い

スイスの季節・秋・春

▲�海に接していないスイスですが、雲海が迫る山々がまるで海岸のよう
です。

どうも、CIR（国際交流員）として町で働いているアドリアン・フリースです。
皆さんにもっとスイスのことを知ってもらえるよう、日本とスイスの似ているとこ
ろや違いなどを紹介していきます。どうぞ、よろしくお願いします。

特
別
叙
勲
・
叙
位
受
章

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

特
別
叙
勲

　
　
　旭
日
単
光
章

北
村

　元
一
さ
ん
（
元
大
山
崎
町
議
会
議
員
）

叙
位　

　
　正
六
位

阪
本

　
　葊
さ
ん
（
元
大
山
崎
町
議
会
議
員
）



数寄屋建築の匠に教わる
木のこと技のこと
　町内で毎月１回、「木工ものづくり」と「自然体験活動」
を行っている『大山崎自然体験クラブ』。2011年のスタート
以来、毎年30人あまりの子どもたちが、有志スタッフのみ
なさんと一緒に、鋸（のこぎり）や金槌を手に木工作品をつ
くったり、野山や川辺に出かけたりといった自然に親しむ活
動を続けています。今回は「スペシャルゲスト」を迎えての
ワークショップが行われると聞き、お邪魔しました。
　そのゲストとは、NHK番組『プロフェッショナル 仕事の
流儀』にも出演された、株式会社安井杢工務店（向日市）
の棟梁・齋藤光義さん。日本を代表する建築様式「数寄屋
建築」の第一人者で、「待庵」（大山崎町）や「如庵」（愛知
県犬山市）など国宝茶室の修繕や移築のほか、「京都迎賓
館」をはじめ数々の有名な建築作品を手がけられています。
2016年春には黄綬褒章を受章されました。
　講座ではまず、齋藤さんたち大工さんが使う道具や木材に
ついての説明がありました。ひとつひとつ手に取って使い方

を確かめ、木の手触りや香りを体感します。その上で今度
は、自分たちで家の模型をつくります。同時に、鉋（かん
な）がけや、釘を使わない伝統工法「継手（つぎて）」の組
み外し体験もしました。継手には多くの型があり、いろいろ
試したり考えたりしてもなかなか外れないものがほとんど。
「知恵の輪みたいや！」と、感心しきりの子どもたち。
　最後の齋藤さんによる茶室模型の組み立て実演では、屋根
に使われる竹の１本ずつにも種類や太さ、節の向きにまで細
かい計算や心配りが込め
られていることに感じ入
りました。日本文化と技
術の奥深さを知る貴重な
時間となりました。

こんにちは！
広報まちづくりサポーターです

問＝政策総務課企画観光係
☎956-2101（内312）

「広報まちづくりサポーター」が町内で話題のイベントや注目の人、
自身の体験などをリポートします。

ですですですです

永田　優子 さん

町民目線で
まちの話題を
キャッチ！

実際に手で触れ、作業をする▶
ことでたくさんのことを感じ、
考えることができました

広報おおやまざき 202 0 1 7 . 1 1

Relax
中央公民館図書室だより

吉岡　乾
のぼる

／著

創元社

『友だちに話したくなる地図のヒミツ』
田代　博／監修　実務教育出版

『こどもかんきょう絵じてん』
木俣　美樹男／監修　三省堂

『わすれんぼっち』
橋口　さゆ希／著　PHP研究所

『サンカクさん』
マック・バーネット／文　クレヨンハウス

日本ではまだ研究途中
にある動物医療の世
界。蛙から大型犬ま
で、個々の動物に適し
た治療を模索する著者
が伝えたい、動物との
付き合い方とは。動物
を飼っている人にお薦
めです。

児童書

『珍獣ドクターのドタバタ診察日記』

『京都紅葉旅』
水野　克比古／著　光村推古書院

『森の巨人たち』
草川　啓三／著　ナカニシヤ出版

『21世紀の民俗学』
畑中　章宏／著　KADOKAWA

『R帝国』
中村　文則／著　中央公論新社

約7,000語にも上る世界
の言語から、地球の片隅
で交わされる50の少数
言語を取り上げた一冊。
地域の風土や文化が色濃
く反映された、小さな言
葉の世界をお楽しみくだ
さい。

一般書

『なくなりそうな世界のことば』
田向　健一／著

ポプラ社

図 書 室
開 室 時 間

休 室 日

図 書 室
(公民館内)

平日� 10：00〜17：00
土日■祝�10：00〜16：30

☎957ー1421

【11月の読み聞かせ】
11月8日（水）午前10時30分～午前11時
場所：図書室内　絵本コーナー
　主に乳幼児のお子さんを対象にし
た読み聞かせです。皆さんのご参加
をお待ちしています。

毎週月曜日
11月30日木

【新着図書紹介】

□ 
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□ 
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□ 
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Fire Department
消防ひろば
☎956-0119　  957-0999大山崎消防署

期
間
＝
11
月
９
日
□木
～
15
日
□水

●
火
災
予
防
運
動
標
語

「
火
の
用
心
　
こ
と
ば
を
形
に
　
習
慣
に
」

●
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
や
め
る

・�

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る

・�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

・�

お
年
寄
り
や
お
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る

●
山
火
事
予
防
運
動
標
語

　「�

火
の
用
心�

森
か
ら
聞
こ
え
る�

あ
り

が
と
う
」

●
山
火
事
　
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・�

枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
の
起
こ
り
や

す
い
場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い

・�

た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
完
全

に
消
火
す
る

・�

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
た
き
火
を
控
え
る

・�

た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
、
投

げ
捨
て
な
い

・
子
供
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い

※�

た
き
火
な
ど
「
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙

又
は
火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行

為
」
を
実
施
さ
れ
る
と
き
は
、
前
日
ま

で
に
消
防
署
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
住
民
と
消
防
を
つ
な
ぐ
電
話
番
号

１
１
９
番
に
ち
な
み
、
11
月
９
日
を

「
１
１
９
番
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
１
年
間
で
、
火
災
や
救
急
で
乙
訓

消
防
組
合
が
受
信
し
た
１
１
９
番
通
報
は

６
，１
８
７
件
で
し
た
。

　
家
族
の
突
然
の
急
病
や
、
火
災
現
場
に

居
合
わ
せ
た
と
き
、
誰
で
も
慌
て
て
一
方

的
に
話
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
通
報
時
に

消
防
の
指
令
員
が
知
り
た
い
の
は
次
の
四

つ
で
す
。

①
火
事
な
の
か
救
急
な
の
か

②�
住
所
（
消
防
車
や
救
急
車
が
出
場
す
る

場
所
）

③
今
の
状
況
（
救
急
な
ら
症
状
）

④�

通
報
さ
れ
て
い
る
方
の
お
名
前
と
電
話

番
号

　
通
報
時
の
や
り
取

り
が
貴
重
な
情
報
源

と
な
り
ま
す
。
慌
て

ず
指
令
員
の
誘
導
に

従
っ
て
１
１
９
番
通

報
し
て
下
さ
い
。

　
心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧

迫
）
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
、
止
血
法
、
そ

の
他
応
急
手
当
な
ど
の
講
習
で
す
。
受
講

無
料
。

と
き
＝
11
月
19
日
■日
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
町
中
央
公
民
館

定
員
＝
先
着
30
人

申
込
方
法
＝
消
防
署
に
あ
る
受
講
申
込
書

を
記
入
の
う
え
、
左
記
申
込
先
ま
で

申
込
期
間
＝
11
月
４
日
□土
～
11
月
18
日

□土問
・
申
込
先
＝
大
山
崎
消
防
署
救
急

係
　
☎
９
５
６
―

０
１
１
９
、
乙
訓
消
防

組
合
消
防
本
部
救
急
課
　
☎
９
５
３
―

６
０
３
９
（
消
防
本
部
救
急
課
は
平
日
昼

間
の
み
）

ストーブ
　毎年冬になると、ストーブなどが原因
となった火災や、やけどなどが多く発生
しています。ストーブなどを使い始める
前に、もう一度安全な使い方を確認し、
次のことに注意して、正しく利用するよ
うにしましょう。

○�ストーブの上には洗濯物を干さない、
近くに燃えやすい物を置かない

○�スプレー缶は、熱が加わると爆発する
危険性があるため、近くに置かない

○�就寝前、外出時、そばを離れるときは
ストーブを完全に消す

○�石油ストーブやガスストーブなどの使
用時は、１時間に１～２回、１分程度
の換気を行う

○�電気コード、ガスホースなどに異常が
ないか定期的に確認する

○�石油ストーブに給油するときは必ず火
を消し、給油タンクを取り出して給油
する

○�小さな子どもやペットがいる家庭では、
防護柵を設置する

○�燃料は専用のポリタンクに入れ、火気
がなく直接日光の当たらない、風通し
の良い安全な場所で保管する

シリーズ
火災・救急

現場からのメッセージを
紹介します。

平
成
29
年
秋
季
火
災
予
防
運
動

・
山
火
事
防
火
運
動

11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

普
通
救
命
講
習
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Vol.30

Survive
シリーズ防災　政策総務課危機管理係 ☎956-2101（内331）

　本年７月５日から６日にかけて九州北部を襲った大
雨により、福岡県、大分県、広島県の３県にまたがっ
て38名もの方が亡くなられ、住家被害は17県にわた
って延べ1,642棟という甚大な被害をもたらしました。
本町にはこれまでのところ大きな被害は発生していま
せんが、天王山と桂川に挟まれた自然豊かな町に生き

る本町にとって、決して他人事ではなく、貴重な教訓
として今後の防災、減災に繋げていく必要があります。
町では、桂川の水位上昇に伴う洪水の発生を想定し、
住民の皆さまが適切に避難できるよう、また防災・減
災の意識を高められるよう、次のとおり平成29年度大
山崎町総合防災訓練を実施します。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国

一
斉
情
報
伝
達
訓
練

を
実
施
し
ま
す

平成29年度大山崎町総合防災訓練を実施します
Vol.53

　
地
震
や
ミ
サ
イ
ル
発
射

な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま

す
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
を

用
い
た
訓
練
で
、
大
山
崎

町
以
外
で
も
全
国
で
様
々

な
手
段
を
用
い
た
情
報
伝

達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
き
＝
11
月
14
日
□火
午

前
11
時
～

実
施
方
法
＝
▼
同
報
系
防

災
行
政
無
線
（
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
）
▼
町
防
災
・

防
犯
情
報
メ
ー
ル
▼
公
共

施
設
館
内
放
送

【
放
送
内
容
】「
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」
と
３
回
放
送
さ
れ

ま
す

※�

同
報
系
防
災
行
政
無
線

（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）

で
の
放
送
に
は
、
チ
ャ

イ
ム
音
等
が
付
加
さ
れ

ま
す
。

※�

実
際
に
ミ
サ
イ
ル
が
発

射
さ
れ
た
場
合
や
災
害

対
応
中
な
ど
の
場
合
に

は
、
訓
練
を
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 大山崎町総合防災訓練・防災フェア
とき＝11月26日■日9：00 ～ 13：00（荒天時中止）
※防災フェアは9：30 ～
ところ＝大山崎中学校
対象＝字下植野地域、円明寺地
域の内一部の方（町から自治会
を通じて参加申込を受付）

※見学参加は町内全域から可能です。次のスケジュ
ールの⑤⑥⑦に参加いただけます。
当日は、町全域に向けて同報系防災行政無線（屋外
スピーカー）や町防災・防犯情報メール送信などに
より訓練用の避難情報（9：00に避難勧告、10：00に
避難指示（緊急））をお知らせします。

 防災訓練スケジュール
①避難行動訓練　9：00頃
・同報系防災行政無線（屋外スピーカー）、防災・
防犯情報メールにより、避難勧告発令をお知らせし
ます。
・訓練参加者（対象地域の方）は、情報を確認され
たら一時避難場所へ避難し、安否確認訓練を行いま
す。
※町防災・防犯情報メールは登録が必要です。本誌
裏面のカレンダー欄を参照し、ぜひご登録ください。
②避難行動訓練　安否確認終了次第
・訓練参加者の方は、一時避難所における安否確認
訓練が終了したら、地域でまとまって避難所（大山
崎中学校）へ避難します。
③避難所運営訓練　避難所到着後
・今回の訓練は水害の想定のため、昇降口で受付を
行った後、２階以上の教室に避難します。
・避難所では避難者自身による避難所運営のため、
住民リーダーの皆さんに各種避難所運営業務を体験
してもらいます。
④避難指示発令　10：00頃
・さらに河川水位が上昇したという想定で、避難指

示（緊急）発令を、屋外スピーカー、防災・防犯情
報メールによりお知らせします。
⑤大山崎中学校体育館での防災フェア　9：30頃～
・災害対応車両記念撮影コーナー

・大山崎消防署による煙体験、救急救命、初期消火
訓練
・関係機関、企業などによる防災啓発ブース出展�
⑥防災講演会　10：30頃～
講師＝宮本　匠先生（兵庫県立大学減災復興政策研
究科講師）
⑦模擬訓練＆炊出訓練　12：00頃～
・消防団による模擬訓練見学
・炊出訓練（陸上自衛隊によるカレ
ーライスの炊出訓練。配食は12：40
頃から）
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国
に
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来
が
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だ
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け
？

　
そ
う
そ
う
。
嵯
峨
天
皇
は
、
当
時
の
中
国

の
唐
文
化
に
大
き
く
興
味
を
も
っ
て
い
て

ね
。
中
国
で
は
北
側
を
陽
、
南
側
を
陰
と
位

置
づ
け
て
、
大
山
崎
は
河
の
北
側
に
位
置
す
る
た
め
、

「
河
陽
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。

　
飛
鳥
・
奈
良
時
代
も
遣
唐
使
を
派
遣
し
て
、

唐
風
文
化
を
取
り
入
れ
て
い
た
け
ど
、
嵯
峨

天
皇
の
平
安
時
代
初
期
に
は
本
格
的
に
唐
風

文
化
が
導
入
さ
れ
た
ん
だ
よ
ね
。

　
嵯
峨
天
皇
と
い
え
ば
唐
風
書
道
の
達
人

「
三
筆
」
の
一
人
で
、
さ
ら
に
は
自
ら
多
く
の

漢
詩
を
詠
ん
だ
ひ
と
り
だ
ね
。

　
で
も
、
ど
う
し
て
河
陽
離
宮
を
こ
の
山
崎

に
構
え
た
の
か
な
？

　
嵯
峨
天
皇
は
趣
味
が
鷹
狩
で
、
狩
場
と
し

て
水
無
瀬
野
や
交
野
に
出
向
い
た
と
き
の
中

継
点
と
し
て
あ
っ
た
の
が
こ
の
場
所
だ
っ
た

か
ら
な
ん
だ
。
離
宮
を
整
備
す
る
以
前
は
、山
崎
駅う

ま
や

を
仮

の
宮
と
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
山
陽
道
の
交
通
の
要
で

あ
る
こ
と
と
、
宿
泊
施
設
を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
め
て
離
宮
と
し
て
構
え
た
ん
だ
。

　
ち
な
み
に
、
駅う

ま
やと

は
中
央
政
府
が
地
方
へ
命
令
を
伝

え
た
り
、
重
要
な
物
資
を
運
搬
す
る
馬
を
飼
い
、
乗
継

中
継
を
す
る
場
所
の
こ
と
だ
よ
。

　
11
月
３
日
は
、
町
制
施
行
50
周
年
だ
ね
。

50
周
年
を
祝
し
て
、
パ
ー
テ
ィ
で
も
し
よ
う

よ
。

　
の
ぼ
る
く
ん
は
勉
強
第
一
だ
よ
。
２
学
期

の
中
間
テ
ス
ト
が
控
え
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。

日
本
史
で
ま
だ
教
え
て
い
な
か
っ
た
嵯
峨
天

皇
を
今
日
は
み
っ
ち
り
と
教
え
る
か
ら
ね
。

　
嵯
峨
天
皇
と
い
え
ば
、
大
山
崎
に
河か

陽や

離り
き
ゅ
う宮

を
構
え
た
人
で
し
ょ
。

　
す
る
ど
い
！
予
習
を
し
て
い
た
ね
。
じ
ゃ

あ
、
河
陽
っ
て
ど
う
ゆ
う
由
来
が
あ
る
か
知

っ
て
い
る
か
い
。

　
離
宮
を
構
え
嵯
峨
天
皇
や
貴
族
が
集
っ
た

こ
と
で
、
大
い
に
栄
え
た
だ
ろ
う
ね
。

　
平
安
文
化
の
最
先
端
の
地
と
い
え
る
ね
。

こ
れ
で
、
嵯
峨
天
皇
と
河
陽
離
宮
の
関
係
は

理
解
で
き
た
ね
。

　
こ
の
話
を
聞
い
た
後
と
前
じ
ゃ
、
知
識
の

差
が
（
嵯
峨
）
全
然
違
う
よ
。

天王山のぼる君
（14）

淀川散歩さん
（63）

天王山のぼる君
（14）

淀川散歩さん
（63）

天王山のぼる君の

「大山崎町の歴史を
 学習するぞ！」 学習するぞ！」

河
か や

陽離
り き ゅ う

宮・嵯峨天皇 編

▲山崎津跡模型。奥中央が河陽離宮

↓河陽離宮
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まちの話題

まちの話題

　大山崎中学校グラウンドで、大山崎町体育
協会主催の第56回町民体育祭が開催されまし
た。雨の影響で１日延期となりましたが、こ
の日は秋晴れの気持ちいい天気。参加者は額
に大粒の汗を光らせながら、綱引きやパン食
い競争、25年前の体育祭種目である懐かしの
「たるころがし」など、幅広い年代の方が様々
な競技に取り組み、それぞれの地区で絆を深
め合いました。玉入れでかごに入った玉が50個ぴったりの「ピ
タリ賞」が出るなど、大盛り上がり。結果は円明寺地区の総
合優勝で幕を閉じました。
　また、町制施行50周年記念ということで、みんなで集合写
真も撮影。和気あいあいとした雰囲気で、楽しい一日となり
ました。

　この日、都タクシー株式会社の筒井基好社長が町長のもとを訪
れ、町へ寄付金50万円を贈ってくださいました。
　筒井社長は「機動力の高いタクシーが、大山崎町の皆さんの安
心・安全の一助になれば幸いです。」と述べられました。
　今回いただいた寄付金は、地域公共交通の利用促進や交通事故の
防止などに活用していきます。
　都タクシー株式会社には、災害時応援協定を締結するなどの協力
をいただいているところですが、これからも連携して、さらなる安
心・安全なまちづくりを進めていきます。

10

10

９

13

第56回町民体育祭が開催されました

都タクシー株式会社から寄付をいただきました

スポーツを通して地域の交流を

安心・安全なまちづくりをすすめます

　チーズのいいにおいが漂う天王山夢ほたる公園。スライスした
バゲットに熱々のチーズをかけた「ラクレット」とワインを片手
に、スイス菓子や雑貨を見てまわる来場者の姿が見られます。
町がホストタウン事業の一環として、昨年に続きスイスフェアを
開催しました。スイス大使のジャン＝フランソワ・パロ氏も来場
し、和やかな雰囲気の中、スイスから初来日というアルプホルン
奏者リザ・シュトルさんと、日本人ヨーデル歌手の伊藤さんらの
アムスレ・クヴァンテットの演奏があり、そののびやかな音色に
来場者はうっとり。まさに夢のようなひとときを過ごしました。
　そのほか、「スイスクイズ」のコーナーでは国際交流員と大山
崎町国際交流協会の方々がクイズを盛り上げ、勝者は贈られた賞
品のグラスを手に嬉しそうに微笑んでいました。
　歌や楽器、食事など、様々なスイス文化を堪能する一日となり
ました。

９24
スイスフェア2017を開催しました

アルプホルンとヨーデルで夢のひとときを
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●広報誌作成のための写真撮影について●
　毎月の広報誌作成のため、イベントや学校行事などで写真を撮影するこ
とがあります。みなさんのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
問＝政策総務課企画観光係（内312）

ピアサポーター 
なんでもおしゃべり会
　「ピア」は “仲間” という意味です。障
がい当事者（肢体不自由）が、同じように
障害をもつ人の心をサポートします。
とき＝11月30日□木14：00～15：30
ところ＝役場1階相談室1
問＝町社会福祉協議会

長期離職や生活困窮の方、その 
家族の方へ「乙訓もも」出張相談
　就労に向け生活習慣の改善や社会への適
応能力アップなど。支援員と話しながら楽
しい時間を。相談無料。
とき／ところ＝11月1日、15日いずれも□水
13：30～15：30／福祉センターなごみの郷2階
対象＝町内在住の長期離職、生活困窮、ひ
きこもりなど生活に課題を抱える方とその
家族
問＝乙訓もも　早河　☎952-2800

障がいのある方の生活相談 
（身体・知的・精神）
とき＝11月8日□水13：30～15：30
ところ＝役場1階第1会議室
相談員＝「アンサンブル」職員
問＝福祉課社会福祉係（内154）
【アンサンブル】
地域で活動する精神障がい者の方々の生活
支援活動を行っています。
問＝長岡記念財団　指定相談支援事業所・
地域活動支援センター「アンサンブル」　
☎956-2543

不登校・ひきこもり・ニートの子
ども、若者とその親の学びの会 
～きっかけを一緒に探しませんか～
　本人や家族が利用できる各種援助があり
ます。専門家に相談を。
とき＝11月16日□木13：00～15：00
ところ＝役場2階第2会議室
参加費＝300円
問＝乙訓子ども若者支援ネットワーク実行
委員会　☎080-2474-9553

乙訓福祉会・居宅介護従業者 
（障害者ヘルパー）養成研修
　2017年度第2期重度訪問介護従業者養成
研修課程。
とき＝【学科2日】11月25日□土、26日■日9：
00～17：30【実習1日】11月27日□月～12月
27日□水の間で1日
ところ＝乙訓福祉会と実習施設
定員＝20人程
参加費＝一般10,000円、学生7,000円

募集
Wanted

申込方法＝電子メールで下記へ。詳しくは
ホームページをご覧ください
問・申込先＝乙訓福祉会・ライフサポート
事業所（担当：三宅、槇内）
☎874-7373　 874-6510　
lifes.otokunif@iaa.itkeeper.ne.jp

放課後児童クラブ（学童保育）臨
時指導員を募集します
　特に支援を要する児童への加配に平日2
～3日当たっていただける方を募集してい
ます。勤務日は相談に応じます。詳細はお
問合せください。
内容＝小学1年生～4年生の保育
条件＝子どもの保育に熱心な方（高校生以
下は応募できません）
勤務時間＝□月～□金13：00～18：00　□土11：30
～18：00　
※学校行事による振替休校日は8：30～17：30
※勤務時間は1日5時間程度
※学校長期休業中は、勤務時間が変更に
なることがあります。
勤務場所＝放課後児童クラブ「なかよしクラ
ブ」・「ともだちクラブ」（大山崎小学校内）・
「でっかいクラブ」（第二大山崎小学校横）
賃金＝時給940円
申込方法＝市販の履歴書に必要事項を記
入・写真を貼付のうえ、下記申込先まで直
接持参（郵送不可）
問・申込先＝生涯学習課生涯学習・スポー
ツ振興係（内232）

平成29年度「私の主張」作文募集 
　自分自身の経験や考えをまとめたりする
ことで、表現する力を養うための作文を募
集します。応募作品は返却しませんが、全
作品を文集にして来年3月に配布します。
テーマ＝「私の考えたこと」
形式＝▼400字詰め原稿用紙1枚程度▼1行
目に題名を明記▼町内の小中学校に在籍し
ていない方は、市販の原稿用紙の裏に住
所、氏名、学年、電話番号を明記
対象＝町内在住の小学4年生及び中学生
提出期限＝11月20日□月
展示発表＝平成30年3月下旬から1週間程
度、役場1階町民ロビーで展示予定
問・提出先＝町少年補導委員会事務局（役
場2階生涯学習課内24番窓口）（内234）

「つよい足腰を作ろう会」参加者募集 
　「最近つまずきやすくなった」「今まで歩
けていた距離が歩けない」などお悩みの
方、一緒に健康づくりを始めませんか。
開催＝週1回程度
※半年1クール。10月から第2クールがス
タートしましたが、若干名定員に空きあり
ところ＝洛和ヴィラ大山崎地域交流スペー
スまたは円明寺が丘自治会館
内容＝運動機能向上のための体操など

対象＝運動器機能向上や閉じこもりによる
機能低下予防などが必要な65歳以上の町民
※開催日時、内容、参加費、送迎など詳
細は下記まで
問＝地域包括支援センター
☎952-6533（直通）

京都弁護士会弁護士による 
無料法律相談
　家、土地、相続など内容は問いません。
とき＝11月17日□金13：30～16：30
※1人20分程度、予約制
ところ＝役場3階政策総務課（32番窓口）
対象＝町民
申込方法＝11月13日□月9：00以降に直接ま
たは電話で下記まで。
問・申込先＝政策総務課企画観光係
（内312）

行政書士による 
暮らしと事業の行政相談会
テーマ＝▼相続・遺言▼公正証書▼契約書
▼示談書▼内容証明▼法人設立▼建設業許
可▼車庫証明など
とき＝11月16日□木13：30～16：30
※毎月第3□木
※申込不要、相談無料
受付＝当日役場1階第1会議室で受付
問＝政策総務課企画観光係（内312）

町体育館は改修中です 
　町体育館の大規模改修に伴い、来年3月
末までの期間施設を全面閉館しています。
なお、閉館期間中は、スポーツ施設の各種
受付は中央公民館内の体育館臨時事務所で
行っています。

わくわくサタデーナイト 
とき＝11月11日□土18：00～20：00
ところ＝第二大山崎小学校
種目＝卓球、バドミントンなど
※会場によって種目が異なります
対象＝町内に在住または在勤の方
参加費＝小学生100円、中学生以上200円
（保険料込）
※申込不要、当日会場で受付
※わくわくクラブおおやまざき会員の方
は会員証をご持参ください
問＝わくわくクラブおおやまざき事務局
（体育館臨時事務所）☎956-0567

スポーツ
Sports

インフォメーション
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とき＝①～③12月3日■日、④平日およびそ
の他教室開催日
※午前の部9：00～11：30、午後の部13：30
～16：00
対象＝①②小学5年生以上③小学4年生以
上④小学1年生以上
参加費＝①1,800円②500円③800円④300円
申込方法＝参加者本人またはその保護者に
よる電話申込
※乙訓地域に在住・在勤・在学されてい
ない方は参加料2割増
※小学生は保護者（18歳以上）の同伴が
必要
定員＝各部4人②各部10人③各部6人④各
部5人
問・申込先＝乙訓環境衛生組合政策推進課　
☎957-6686（直通）

長寿苑健康講座「秋の歩こう会」 
　紅葉した宇治平等院周辺を散策。
とき＝11月14日□火　
集合＝長寿苑前9：15、西山天王山駅9：
35のどちらか
対象＝町内在住の60歳以上の方
持ち物＝▼弁当▼お茶▼敷物▼雨具▼
運賃など
参加費＝600円（保険料・写真代・拝
観料）
申込締切＝11月8日□水
問・申込先＝長寿苑

長寿苑ビリヤード大会 
　応援や観覧のみの参加も可。参加費
無料、参加賞あり。
とき＝ 11月21日□火9：40～15：00
ところ＝長寿苑訓練室
対象＝町内在住で60歳以上の方
申込期限＝11月13日□月
問・申込先＝長寿苑

第18回京都府障害者のつどい 
とき＝11月26日■日10：30~12：30
ところ＝長岡京記念文化会館
内容＝自立更正・援護功労者の表彰、障が
い者の体験発表、ステージ発表、福祉作業
所の商品販売など
問＝京都府障害者社会参加促進センター　
☎251-6454

右京税務署からのお知らせ 
年末調整説明会
とき＝①11月16日□木14：00～15：50②11月
17日□金10：00～11：50、14：00～15：50
ところ＝①長岡京市立中央公民館市民ホー
ル②京都府中小企業会館2階大ホール

・事前に送付します「年末調整のしかた」
封筒一式をご持参ください。

・駐車場が狭いため、公共交通機関をご利
用ください。

・年末調整説明会に引き続き消費税軽減税
率制度の概要や事業者支援措置（補助金）
についての説明会（約30分）を開催しま
す。詳細は国税庁ホームページをご覧くだ
さい。
問＝右京税務署☎311-4950

11月12日～25日 
「女性に対する暴力をなくす運動」

　DV（ドメスティック・バイオレンス）は、
配偶者や親密な関係にある、または関係に
あった相手から振るわれる暴力のことです。
殴る、蹴るだけでなく、怒鳴る、物を壊す、
交友関係の制限、金銭面で苦しませる、無理
やり性的な行為をさせることなども暴力です。
　被害者にも加害者にもならないために、
専門家に相談して適切なアドバイスを受け
ましょう。
相談窓口＝▼京都府家庭支援総合センター

（毎日9：00～20：00）☎531-9910▼京都市
DV 相談支援センター（月～土9：00～17：
15）☎874-4971
問＝生涯学習課生涯学習・スポーツ振興係

（内235）

出張がん個別相談会のお知らせ 
　がんに関わる様々な相談をお受けしま
す。相談無料。
とき＝11月2日□木、12月7日□木13：00～15：
30
ところ＝京都府乙訓保健所
相談員＝京都府がん総合相談支援センター
の保健師または看護師
申込方法＝実施日の前日16時までに下記
申込先まで
問・申込先＝京都府がん総合相談支援セン
ター　☎0120-078-394
※京都府がん総合相談支援センターでは
電話および対面相談を□月～□金（祝日・年末
年始を除く）の9：00～12：00、13：00～16：
00に実施しています

生活困窮の相談は 
「生活困窮支援員」に

　生活困窮について、支援員が相談を受けま
す。無料。金銭給付は伴いません。
開設時間＝平日9：00～12：00、13：00～16：
30（年末年始を除く）
相談内容＝▼経済▼家庭▼法律▼心に関す
る問題など
対象＝本町在住の失業や家庭の事情によ
り、生活に困っている方で生活の立て直し
を希望される方（生活保護の方は対象外）
相談窓口＝京都府乙訓保健所福祉室　
☎933-1154

相談
Consultation

○プチママさんのしゃべり場（予約不要、
見学OK）
初めての育児不安や悩みなどを皆で話して
みませんか。
とき＝14日□火・29日□水10：00～11：30
21日□火13：30～15：00
対象＝生後2カ月～8カ月ぐらいのお子さ
んを持つ親子
持ち物＝▼赤ちゃん用バスタオル
○保健センターこころとからだの健康・栄
養相談
とき＝29日□水10：00～11：30
○移動ほっぺ＆ランチデー（予約不要）
とき＝9日□木9：30～14：00
ところ＝中央公民館本館2階和室
持ち物＝一緒にランチしたい方はお弁当、
飲み物
○保健師相談日
お子さんの身長・体重測れます。
とき＝7日□火10：30～11：30、16日□木14：00
～15：00
○土曜ほっぺ
お母さんはもちろん、お仕事お休みのお父
さん、ぜひどうぞ。
とき＝18日□土9：30～11：30（午後のゆめ
ほっぺは休み）
○消しゴムハンコ作り（要予約）
とき＝28日□火10：00～11：30（1歳～未就園
児まで）、13：30～15：00（0歳～1歳まで）
ところ＝中央公民館別館2階第1研修室
持ち物＝▼デザインカッター▼消しゴムハ
ンコ用消しゴム▼作りたい図案
定員＝午前・午後　各6人
問・申込＝ゆめほっぺ　☎959-9050（□火
～□金（祝日除く）9：30～16：00）
※11月行事の申込みは1日□水9：30から受付
※月曜日と上記以外の時間帯（8：30～17：
15）は役場福祉課児童福祉係（内184）ま
で（行事申込は不可）

平成29年度大山崎町 
英語学習発表会を開催します
とき＝11月11日□土10：00～11：20
ところ＝大山崎小学校体育館（上履き持
参）
発表者＝小学校、中学校の希望者
内容＝英語に関わる歌、劇、暗唱、スピー
チ等
※車での来場はご遠慮ください
問＝学校教育課学校教育係（内213）

乙訓環境衛生組合工芸教室 
　リサイクルしたガラスなどを使用して楽
しい工作を。
①トンボ玉（バーナーワーク）②クリスマ
スプレート（キルンワーク）③スタンドミ
ラー（ステンドグラス）④サンドブラスト

（透明で表面に凹凸のないガラス製品3個
ほど持参）

役場代表☎956-2101  957-1101　保健センター☎953-3430  953-7335　老人福祉センター「長寿苑」☎・ 957-1860
社会福祉協議会☎957‒4100  954-4400　福祉センター「なごみの郷」☎957‒4100  954-4400

中央公民館☎957‒1421  952-2846　町体育館臨時事務所☎956‒0567  956-0566　歴史資料館☎952‒6288  952-6289
大山崎ふるさとセンター☎956‒2310  952-6289　大山崎消防署☎956‒0119  957-0999
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●広報誌作成のための写真撮影について●
　毎月の広報誌作成のため、イベントや学校行事などで写真を撮影するこ
とがあります。みなさんのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
問＝政策総務課企画観光係（内312）

前向き子育てプログラムを学びませんか？ 
～子育てがずっと楽に、楽しくなる～

　町内の子育て支援サークル「スマイルプレイス」と「ゆめほっぺ」の協働事業。
「前向き子育てプログラム（トリプルP）」で、子どもの自尊心を育みながら、育児

を楽しく前向きに。いずれも要申込。11月1日受付開始。
○トリプルPとは？
　オーストラリアで開発された親向けの子育て支援プログラムで、子どもの発達
を促しつつ、親子のコミュニケーション、子どもの問題行動への対処法など、そ
れぞれの親子に合わせた方法に変えていくための具体的な子育てのやり方が学べ
ます。
○プレイベント
　トリプルPの内容と「子育ての原則」についてお答えします。
とき＝12月1日□金10：00～11：30
ところ＝中央公民館本館2階講座室
講師＝馬見塚　珠生先生（トリプルP認定ファシリテーター／臨床心理士）
定員＝20人
○プログラム（グループワークなど）
　実際のプログラムを使ってグループワークなど行いながら、子育てがずっと楽
に、楽しくなる方法を学んでいきます。
とき＝平成30年1月22日□月、31日□水、2月5日□月、13日□火、3月6日□火　※ 計7回（上
記日程以外に電話による個別ワークが2回あり）
ところ＝中央公民館ほか
講師＝スマイルプレイス代表　幸山　由佳氏
定員＝8人
参加費＝1,000円
問・申込先＝ゆめほっぺ　☎959-9050

とき＝12月11日□月11：30頃バス出発、16：
30頃解散（大山崎町役場からバスで送迎し
ます）
行先＝京都府庁（京都府議会）
内容＝京都府議会一般質問傍聴
定員＝先着30人程度
申込方法＝電話で下記申込先まで
申込期間＝11月1日□水～12月1日□金
主催＝乙訓選挙管理委員会・明るい選挙推
進協議会
問・申込先＝大山崎町選挙管理委員会

（内323）

電池手づくり教室 
とき＝11月27日□月10：00～11：30
※乙訓小学生駅伝大会に伴う学校の振替休日
ところ＝中央公民館本館1階実習室
講師＝マクセル㈱京都事業所の方々
対象＝町内在住の小学1年生～6年生（小
学1年生～3年生までは保護者同伴）
定員＝30人（先着順）
参加費＝無料
持ち物＝▼はさみ▼新聞紙▼色鉛筆▼各自
前もって書いたシール
申込方法＝11月7日□火～14日□火の間に電話
または直接中央公民館へ申込
問＝中央公民館
☎957-1421（月曜日は休館）

干支絵付け体験教室 
とき＝11月18日□土10：00～12：00
ところ＝中央公民館本館1階実習室
内容＝素焼き土鈴（来年の干支『いぬ』）
に絵の具で絵付け
対象＝町内在住の小学生以上（小学1年生
～3年生までは保護者同伴）
定員＝30人（先着順）
参加費＝1人300円（材料費等）
持ち物＝お手ふきタオル、持ち帰り用の袋、
エプロンまたは汚れてもよい服装
講師＝田村博文さん
協力＝「長寿苑」陶芸サークル会員
申込方法＝11月7日□火～14日□火の間に電話
または直接中央公民館へ申込
問＝中央公民館
☎957-1421（月曜日は休館）

京都府南部（乙訓・山城地域）
FUKUSHI就職フェア

　乙訓・山城地域の介護・福祉事業所約30
法人が出展。入場無料、予約不要、入退場
自由。
とき＝11月25日□土13：00～16：00
ところ＝文化パルク城陽4階大会議室・地
下市民プラザ
内容／時間＝▼福祉職員リレートーク／
13：00～▼合同就職面接会／13：30～
対象＝▼一般求職者▼学生（平成30、31
年3月卒業予定者など）▼福祉・医療系有

資格者
※無資格の方も広く募集しています
問＝福祉職場就職フェア実行委員会（社会
福祉法人京都府社会福祉協議会）
☎252-6297

第3回天王山カップ  
グラウンド・ゴルフ選手権大会
とき＝11月9日□木9：00～12：00
ところ＝桂川河川敷グラウンド（雨天中
止）
内容＝8ホール×3ラウンドによる個人戦
※運動できる格好でお越しください
参加対象＝大山崎町在住の60歳以上の男
女
申込方法＝申込書（長寿苑窓口にあります）
をご記入のうえ、長寿苑窓口まで。
申込期限＝11月2日□木
主催＝大山崎町高齢者生きがい対策事業運
営委員会
問・申込先＝長寿苑　☎957-1860

みんなでいこカフェ 
11月のイベントのお知らせ

　イベントや相談、脳トレミニ講座（14：00
～14：30）も毎回実施しています。
　食事も毎回申込みできます（参加日の3
日前までに要申込）。詳細はお問い合わせ

ください。
■転ばぬ生活のヒント　
とき＝11月10日□金14：30～16：00
■ちょっと変わった寒天ゼリー　
とき＝11月17日□金14：30～16：00
参加費＝200円
■フエルトで作るウサギ型のポーチ　 　
とき＝11月24日□金14：30～16：00
参加費＝200円 
ところ・問・申込先＝洛和ヴィラ大山崎　
☎958-3855

ゆめほっぺ　11月の行事 
※場所は記述がなければ保健センター2階
和室
○ベビーマッサージ（要予約、見学OK）
とき＝22日□水13：30～14：30
持ち物＝▼バスタオル▼ハンドタオル▼ベ
ビーオイル
○マタニティさん、プチママさんソーイン
グ（キャップ作り、要予約、見学OK）
とき＝10日□金10：00～12：00（マタニティ
さんのみ対象）
13：00～15：00（マタニティさんと生後4ヶ
月ぐらいのお子さんを持つ親子対象）
持ち物＝▼針▼糸▼着なくなったTシャツ
などお好みの布で、表布・裏布30cm角各
2枚

インフォメーション
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毒物劇物危害防止運動 
　毒物や劇物は、農薬・燃料など私達の身
近なところで使用されていますが、取り扱
いには十分注意が必要です。次のことを守
りましょう。
▼正しい使用方法を守る▼盗難にあわない
ようカギ付の保管庫で保管。材質は鉄など
簡単に壊れないように▼容器には「医薬用
外毒物」「医薬用外劇物」と正しく表記▼
飲食物の容器には入れ替えない▼廃棄は決
められた方法で▼常に在庫確認を。万が
一、盗難や紛失にあった場合は警察に通報
▼流出、飛散させてしまい、近隣住民へ被
害が及ぶ可能性のあるときは保健所や警
察、消防へ連絡を
問＝京都府乙訓保健所　☎933-1241

秋はバスで、エコなお出かけ 
「バス・エコファミリー」

　バスの運賃を支払う際に、児童が乗務員に
「エコファミリー！」と言うと、大人1人の乗車

につき同伴の小学生以下2人までの運賃が無料
に。ただし、小学生のみの乗車の場合は通常通
り小児運賃が必要です。ICカード使用時でも利
用可能ですが、定期券利用の方は使えません。
とき＝11月の土日祝（計10日間）
対象市町＝▼京都府下の市町（京都市およ
び京都府南部の一部の町村を除く）▼篠山
市（兵庫県）▼高浜町（福井県）
※対象市町を運行しているバスであって
も対象外の路線があります。詳細について
はバス・エコファミリーのチラシ（町ホー
ムページにも掲載）をご覧いただくか、お
問い合わせください
問＝政策総務課企画観光係（内313）

住宅の耐震診断・改修の助成事業 
①耐震診断
対象＝次の要件をすべて満たす住宅

（1）昭和56年5月以前に着工された木
造住宅

（2）延べ床面積の2分の1以上を住宅の
用途として使用しているもの

（3）簡易診断書を用いた自己診断の結
果、倒壊などの危険性が高いもの
募集期間＝平成30年1月末
募集戸数＝若干数（先着順）
費用＝3,000円
②耐震改修
対象＝次の要件をすべて満たす住宅

（1）昭和56年5月以前に着工された木
造住宅

（2）延べ床面積の2分の1以上を住宅の
用途として使用しているもの
募集期間＝平成30年1月末
募集戸数＝若干数（先着順）
補助内容＝一定基準以上へ耐震改修をす
る場合、耐震改修に要する費用の4分の3、 

最高90万円を補助。簡易な耐震改修をす
る場合（屋根の軽量化等）、耐震改修に
要する費用の4分の3、最高30万円を補助。
③耐震シェルター設置
対象＝次の要件を（1）、（2）ともに満たし、
かつ（3）～（5）のいずれかを満たす住宅

（1）昭和56年5月以前に着工された木
造住宅

（2）延べ床面積の2分の1以上を住宅の
用途として使用しているもの

（3）申請時において60歳以上の方が居住
（4）▼身体障害者手帳▼精神障害者保健

福祉手帳▼療育手帳を所持する方が居住
（5）要介護認定または要支援認定を受

けた方が居住
募集期間＝平成30年1月末
募集戸数＝若干数（先着順）
補助内容＝耐震シェルター設置に要す
る費用の4分の3、最高30万円を補助。
申し込み方法など詳しくはお問い合わ
せください。
問・申込先＝建設課都市計画係（内263）
平成29年度建築士事務所キャンペーン
第1弾「無料木造耐震診断」
募集期限＝11月30日□木
診断期間＝11月1日□水～12月30日□土
【対象となる住宅】
・昭和56年6月1日～平成12年5月31日に着
工されたもの

・在来工法による一戸建ての住宅（長屋は
対象外）
※その他要件あり。詳細は下記問い合わ
せ先まで
問＝一般社団法人　京都府建築士事務所協会　
☎222-1717、建設課都市計画係（内263）

固定資産評価審査委員会委員に 
小山悦二さん

　大山崎町議会平成29年第3回定例会で同
意を得て、小山悦二さんが大山崎町固定資
産評価審査委員会委員に選任されました。

任期＝平成29年10月1日～平成32年9月30日
（再任）
問＝議会事務局（内430）

乙訓2市1町合同明るい選挙 
推進啓発事業「府政を見る会」

　政治に関する関心を高め、明るい選挙を
推進しましょう。参加費無料。

催し
Meeting

○発見しても近づかない
　通常、人に対してアライグマの方から襲
いかかってくることはありませんが、驚か
したり刺激したりすると、アライグマは自
分の身を守るために人を攻撃することもあ
ります。
○感染症の危険
　人に感染すると死亡することもある「ア
ライグマ回虫症」を持っていることがあり
ます。また、北米では「狂犬病」を媒介す
る動物として警告されています。接触しな
いようにしましょう。
○捕獲用檻の貸出
　アライグマによる農作物等への被害を防ぐ
ため、捕獲用の檻を貸出しています。檻の貸
出には申請が必要です。在庫がない場合があ
りますので、事前に下記問い合わせ先までご
連絡ください。
問＝経済環境課農林商工係（内243）

おうちに未登録の象牙はありませんか 
　環境省では、国内にある象牙の在庫を把
握しようとしています。所持しているだけ
ではあれば違法ではありませんが、登録さ
れていない象牙を売ったりあげたりするの
は違法です。未登録の象牙をお持ちの方は
下記までご連絡ください。※全形を保持
した象牙のみが登録対象です
問＝象牙在庫把握キャンペーン事務局　
☎03-6659-4660

平成30年度中央公民館 
サークル登録説明会

　説明会当日に登録用紙を配布しますの
で、欠席のサークルは事前にご連絡くださ
い。
とき＝12月2日□土10：00～
ところ＝中央公民館別館3階大研修室
対象＝平成30年度の中央公民館の利用を
希望するサークル（平成30年4月から新規
利用希望サークルも対象）
問＝中央公民館（月曜日　休館）
☎957-1421　

事業主の皆さんへ 
　労働保険の成立（加入）は済んでいます
か？労働者を一人でも雇用していれば労働保
険に加入する必要があります。
問＝京都労働局労働保険徴収課
☎241-3213

個人事業税（第2期分）の 
納期限は11月30日木

　送付した納付書により、金融機関や府の
納税窓口、コンビニエンスストアで納期限
までに納付してください。
問＝京都府京都西府税事務所個人事業税
課 　☎326-3346

役場代表☎956-2101  957-1101　保健センター☎953-3430  953-7335　老人福祉センター「長寿苑」☎・ 957-1860
社会福祉協議会☎957‒4100  954-4400　福祉センター「なごみの郷」☎957‒4100  954-4400

中央公民館☎957‒1421  952-2846　町体育館臨時事務所☎956‒0567  956-0566　歴史資料館☎952‒6288  952-6289
大山崎ふるさとセンター☎956‒2310  952-6289　大山崎消防署☎956‒0119  957-0999
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●広報誌作成のための写真撮影について●
　毎月の広報誌作成のため、イベントや学校行事などで写真を撮影するこ
とがあります。みなさんのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
問＝政策総務課企画観光係（内312）

大山崎町成人式対象者へ 
案内ハガキを送付します
　11月下旬頃送付予定。
対象＝町内に住民登録があり、生年月日
が平成9年4月2日から平成10年4月1日ま
での方
※生年月日は当てはまるものの、平成29
年11月10日現在、本町に住民登録のない
方はご連絡ください。別途案内ハガキを送
付します（要件あり）
成人式開催日＝平成30年1月8日■祝10：00～
12：00（9：30受付開始）
開催場所＝大山崎中学校
申込方法＝直接または電話で下記申込先まで
問・申込先＝生涯学習課生涯学習・スポー
ツ振興係（内232）

平成30年度放課後児童クラブ 
（学童保育）の4月入会申請書を
配布します
　「平成30年度放課後児童クラブ入会のご
案内」の配付を開始します。平成30年4月
からの入会を希望される方は、この案内を
よくご確認いただき、就労証明書等、必要
書類の準備をお願いします。申請方法等の
詳細は本誌12月号でお知らせします。
配布開始＝11月1日□水～
配布場所＝▼生涯学習課（役場2階24番窓
口）▼各放課後児童クラブ▼町立各保育所
※町ホームページからもダウンロードで
きます
受付期間＝12月11日□月～18日□月
問＝生涯学習課生涯学習・スポーツ振興係
（内232,235）

京都府暫定登録文化財の公示があ
りました
　本年度、京都府が独自に創設した「暫定
登録文化財」の登録一覧が9月29日付京都
府公報により公示され、本町からは次の5

件が新たに文化財の仲間入りをしました。
①小倉神社本殿②大念寺「紙本著色仏涅槃
図」③妙喜庵「板絵著色　老梅に尾長図・
松に鶴図」④宝積寺「木造毘沙門天立像」
⑤宝積寺「木造不動明王立像」
問＝歴史資料館☎952-6288

社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書が郵送されます 
年末調整・確定申告まで大切に保管を
　国民年金保険料は、所得税および住民税
の申告において、その年の1月1日から12月
31日までに納付した保険料全額が社会保険
料控除の対象となります。
　社会保険料控除を受けるときに必要な
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」が、11月上旬に日本年金機構本部か
ら送付されます。年末調整や確定申告の際
には必ずこの証明書（または領収証書）を
添付してください。
　10月1日から12月31日までの間に今年初
めて国民年金保険料を納付された方は、平
成30年2月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付さ
れた場合も、ご本人の社会保険料控除に加
えることができますので、あわせて申告し
てください。
問＝ねんきん加入者ダイヤル　
☎0570-003-004（ナビダイヤル）
※050から始まる電話かける場合は
☎03-6630-2525

11月30日は年金の日です 
　ねんきんネットで、これまでの年金記
録、これからの年金受給見込額を確認し、
高齢期の生活設計について考えてみませ
んか。
受付期間＝11月1日□水～平成30年3月15日
□木平日8：30～19：00、第2土曜日9：00～17：
00（年末年始を除く）
問＝ねんきん定期便・ねんきんネット等専
用ダイヤル☎0570-058-555（ナビダイヤル）
※050から始まる電話でおかけになる場合
は☎03-6700-1144

11月は水道メーターの検針月です 
検針にご協力ください
実施期間＝11月6日□月～17日□金
注意！
○水道メーター検針のため、検針員が敷地
内に入らせていただきます。
○メーターボックスの上に物を置かないで
ください。
○車やバイクは、検針期間中はメーターの
上に駐車しないようにお願いします。ま
た、ガレージ門扉の開放にご協力お願いし
ます。
○メーターボックスの中はきれいにしてお
いてください。
○「駐車、物を置くなどで点検できない」、
「メーター故障」および「門扉内、宅内等の
場所でご不在」の場合、水量を認定させてい
ただくことがあります。
問＝上下水道課業務・府営水道係
（内272）

「個人番号カード」交付申請時の返信用
封筒はそのままお使いいただけます
　「通知カード」および「個人
番号カード交付申請書」と一
緒にお届けしている個人番号
カード交付申請書の送付用封
筒（返信用封筒）については、
差出有効期間が平成29年10月4
日になっている場合でも、平成31年5月31
日まで切手を貼らずに、そのままご使用く
ださい。
※個人番号カードの詳しい内容は「マイナン
バーカード　総合サイト」で検索
https://www.kojinbango-card.go.jp/

mynumber/index.html
問＝税住民課住民係（内121）

アライグマにご注意ください 
　アライグマはペットとして飼われていた
ものが野生化したものです。町でも農作物
や文化財等への被害が発生しています。次
の点に注意してください。

ひとのうごき
町の人口と世帯数

※�敬称略。このコーナーには希望
された方のみ掲載しています
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総数� 15,452人　（23）
男� 7,486人　（18）
女� 7,966人　（５）
世帯数� 6,256世帯　（15）
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第26回乙訓工芸作家展
　乙訓地区の諸工芸家の作品を、紅葉の映え
る環境で鑑賞しませんか。
とき＝11月10日□金～11月12日■日9：00～16：00
ところ＝西山浄土宗総本山　光明寺釈迦堂
※作品展は無料ですが、入山料500円が必要

（10日を除く）
問＝アキツ産業株式会社　前田
☎956-4480

みんなのお薬ひろば
とき＝11月5日■日10：00～16：00（参加費無料）
ところ＝長岡京市産業文化会館1階大会議室
内容＝▼骨密度の測定▼お子様調剤体験▼イ
ベントステージなど
問＝乙訓薬剤師会　福田（梅ヶ丘薬局）
☎951-1497

ヨガサークル
とき＝毎月第1・2・3□火14：00～15：30
ところ＝中央公民館本館和室
講師＝白樫　優子先生
会費＝月2,000円
問・申込先＝正木　☎090-9623-4344

大山崎社交ダンスサークル会員募集
　本多和代プロ（スタンダード・ラテン A
級）が指導をします。初心者歓迎。
とき＝毎週□火18：00～21：00（講師の指導は
19：30～）
ところ＝中央公民館別館3F
問・申込先＝北村　☎956-5705

彩月庵茶会
　初秋の一服をお楽しみください。
とき＝11月26日■日10：00～16：00
ところ＝アサヒビール大山崎山荘美術館庭園
内　彩月庵（通常非公開）
参加費＝700円
問＝茶道サークル友あそび　田中
☎956-4585

大山崎町身体障害者協会 
新規会員募集中！

会員資格＝町内に在住で、身体障害者手帳を
お持ちの18歳以上の方
賛助会員＝身体障がい者のご家族やご友人、
その他、協会の活動にボランティアとして関
わっていただける方
主な活動＝▼生活行動訓練（日帰りバス旅
行）▼レクリエーション▼スポーツ大会など
会費＝年1,000円
※随時困りごと相談も行っています
【例会、卓球バレー練習をしています】
とき＝原則毎月第2□水です。①11月8日　14：
00～15：30②12月13日　13：15～15：30③平成
30年1月10日　13：15～15：30
ところ＝①なごみの郷2階介護者教室②③保
健センター
問＝大山崎町身体障害者協会　会長　小西和子　
☎956-5269

和来隊「みんなの脳活性化ゲーム」
　ゲームで笑い、脳の活性化を。参加費無料。
とき＝（1）11月8日□水13：30～14：40（2）11
月28日□火10：30～11：40
ところ＝（1）長寿苑（2）円明寺が丘自治
会館
問＝大山崎町社会福祉協議会地域包括セン
ター　☎952-6533

殿山サロン
　気軽におしゃべりを。参加費無料、申込不要。
とき＝11月14日□火10：00～12：00
ところ＝円明寺が丘団地中央公園前山田宅
問＝殿山サロン代表　辻本　☎956-6967

大山崎難聴者のつどい
　申込不要。要約筆記、磁気誘導ループあり。
とき＝11月17日□金13：30～15：30
ところ＝中央公民館講座室
内容＝当事者と家族の交流
参加費＝100円（資料・お茶菓子代）
問＝「大山崎難聴者のつどい」準備会　阿部

957-1490

子どもの“いま”を考えよう
　これからの子育てと教育について、講師を交
えて語り合うつどい。参加費無料、保育あり。
とき＝11月19日■日9：30～11：30
ところ＝大山崎ふるさとセンター
講師＝高垣忠一郎さん（心理臨床家）
主催＝乙訓「子育てと教育を考えるつどい」
実行委員会
問＝乙訓教育会館　☎933-3121

悩むよりつけて解消家計の不安
　家計簿のつけ方など。
とき＝11月14日□火10：00～11：45
ところ＝バンビオ1番館4階学習室1
参加費＝400円（資料代）
※託児あり（1歳6ヶ月以上要予約、150円）
問・申込先＝京都友の会西山方面　清水
☎956-7629

ボランティアのつどい
とき＝11月15日□水13：00～
ところ＝長寿苑大広間（参加費無料）
内容＝▼ボランティア連絡協議会所属ボラン
ティアの活動紹介▼大山崎大正琴サークルの演
奏会▼和来隊によるみんなの脳活性化ゲーム
問＝大山崎町社会福祉協議会　堀田
☎957-4100

大山崎俳句会
とき＝11月1日□水13：00～16：30 
ところ＝大山崎ふるさとセンター　 
会費＝年 3,000円 
問＝加藤　☎957-1609 

「洋蘭の聖地」大山崎で 
蘭の育て方教えます 

とき＝毎月第4金曜日（11月24日）13：00～
15：00
ところ＝中央公民館会議室

問＝竹内　碩　☎090-5708-8284  

簡単タロット
とき＝11月5日■日13：30～21：00
ところ＝ふるさとセンター 
参加費＝2,000円（タロットカードプレゼント） 
問＝河原事務局　☎080-4391-4080 

http://www.nakagawa-iin.com

広告 企業・事業所の広告欄です

このコーナーへの掲載を希望される方は発行月の前々月末（□土■日■祝 にあたる場合は直
前の平日）までに、政策総務課企画観光係☎956-2101（内312）まで。
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乙訓地域の女性の働き方アンケート
　働き方に関するアンケートを実施。以下の
QR コードまたはアドレスからアクセスし、
アンケートにご協力ください。
対象＝乙訓地域の20歳以上の女性
実施＝向日市商工会、長岡京市商工会、大山
崎町商工会

・ 回 答 い た だ い た 方 先 着100人 に500円 の
QUOカードを進呈

・アンケートの最後に伺う住所・氏名は
QUOカードの送付以外には使用しません

・アンケート結果は個人情報
を除き集計し、活用します

https://goo.gl/forms/rRd 
AT8sMJZPFbtXq1
問＝大山崎町商工会
☎956-4600

天王山竹林音楽コンサート
とき＝11月11日□土10：00～12：00（雨天中止）
ところ＝小倉神社裏山／天空竹林広場（入場
無料）
内容＝▼オカリナ▼鼓弓▼篠笛▼尺八▼フ
ルート他の演奏（演奏有志募集中）
問＝久保川と天王山の森を守る会　竹内
☎957-5692

いきいきサロン
ハンドベルの演奏とお茶菓子を。
とき＝11月7日□火13：30～15：00
ところ＝円明寺が丘自治会館
主催＝大山崎町民生児童委員協議会高齢者福
祉部会
問＝福祉課社会福祉係（内151）

オルケスタ山崎　熱冬コンサート
とき＝12月2日□土13：30～開場、14：00～開演
ところ＝長岡京市バンビオ3階メインホール

（入場無料）
曲目＝第一部：ベサメ・ムーチョ／第二部：
ビター・スウィート・サンバなど
問＝オルケスタ山崎　衣川　☎951-2490

長岡混声合唱団コールポップス 
第20回演奏会

とき＝11月23日■祝13：30～開場　14：00～開演
ところ＝京都府長岡京記念文化会館
曲目＝季節のたより、ブルーライト・ヨコハ
マなど
入場料＝500円
問＝長岡混声合唱団コールポップス　常脇　
☎955-2306

スマイルプレイスからのおしらせ
○親子サロン《Smile Place：スマイルプレ
イス》
手作りのお菓子でお茶を。
とき＝11月21日□火10：00～11：30（このうち、
10：15～10：35にご希望の方のみ子どものア
ルバム作り。出入り自由）
ところ＝大山崎町中央公民館別館2階和室
参加費＝300円（アルバム制作には初回のみ
別途200円）

対象＝乳幼児とその保護者、妊娠中の方
○親子のひろば《Sunny Place：サニィプレ
イス》
とき＝11月27日□月9：30～12：00
ところ＝下植野集会所2階和室
対象＝乳幼児とその保護者
参加費＝無料
○イベント《絵本カフェ》
とき＝12月12日□火10：00～12：00
ところ＝円明寺が丘自治会館2階和室
内容＝▼絵本の展示▼絵本と子育てのお話▼
読み聞かせ▼カフェタイム
講師＝なが田ゆう子さん
対象＝乳幼児とその保護者・地域の関心があ
る方
定員＝20組
参加費＝500円
申込方法＝▼氏名▼お子さんの年齢▼電話番
号を下記まで
○ゆめほっぺとの協働事業《前向き子育てプ
ログラム（トリプルP）》
詳しくは●ページをご覧ください。
問・申込先＝スマイルプレイス　幸山
☎080-5700-5822

smile2525place@gmail.com

子育てサークル「マンボウ」
0歳～3歳のお子さんを中心に、親子でリズ
ム運動。動きやすい服装で。
とき＝11月2日、9日、16日（いずれも□木）
10：00～11：30
ところ＝大山崎集会所
参加費＝月1,000円　※体験の場合1回300円
持ち物＝▼バスタオル▼お茶
問＝新婦人　東　☎957-3420

コスモスフェスタ
とき＝11月12日■日10：30～13：30
ところ＝円明寺が丘自治会館（駐車場は朝市
広場）
内容＝▼バザー▼健康相談▼美容相談▼子ど
もの広場など
問＝新婦人　東　☎957-3420

第16回天王山ファーム＆ 
フードマーケット

　新鮮な野菜、軽食、スイーツ、コーヒーな
ど。カフェスペースも。
とき＝11月23日■祝10：00～15：00（雨天決行、
荒天中止）
ところ＝JR山崎駅南側広場
主催・問＝山崎地産文化交流プロジェクト　
Relish内　森　☎953-1292

もったいな市vol.2
　リサイクル市。
とき＝11月25日□土10：00～15：00（雨天中止）
ところ＝JR山崎駅南側広場
主催・問＝山崎地産文化交流プロジェクト　
Relish内　鶴谷　☎953-1292

乙訓の自然展「小さな宇宙～コケの世界」
とき＝11月3日■祝～5日■日9：00～16：00
ところ＝アトリエ畔（長岡京市光明寺総門前）

内容＝コケの世界を写真と実物で紹介。コケ
テラリウム教室開催。
※コケテラリウム教室は要予約。定員20名、
実費1500円。
問・申込先＝乙訓の自然を守る会　下村
☎090-1893-3047

川づくりと河川環境
　豪雨災害に対する河川工事の進め方、小泉
川や桂川の豊かな自然と魅力についての講
演。参加費無料。
とき＝11月25日□土13：30～15：30
ところ＝長岡京市中央公民館2階学習室
講師＝▼乙訓土木事務所河川砂防室職員▼田
子稔さん（河川レンジャーアドバイザー）
定員＝30人（当日先着順）
問＝淀川管内河川レンジャー事務局伏見出張
所内　☎611-2246

山桜会ハイキング
①行程（8km）＝▼北野天満宮▼御土居▼千
本閻魔堂▼船岡山公園▼今宮神社
とき＝11月14日□火
集合＝阪急長岡天神駅　9：00（切符は嵐山
駅まで）
②行程（10km）＝▼保津峡▼清滝▼愛宕鉄
道跡▼鳥居本▼嵯峨野
とき＝11月28日□火
集合＝ JR 長岡京駅　9：00（切符は保津峡駅
まで）
問＝福田　☎957-0418

近畿の名山へ
集合＝11月12日■日7：00　JR 長岡京駅東口バ
ス乗り場
行先＝竜ヶ岳（1,099m 三重県）約10km を6
時間30分ほどで歩きます
対象＝登山経験のある65歳までの方
定員＝先着10人
参加費＝3,800円（バス代、保険代）
申込方法＝11月5日■日までに電話で下記申込
先まで
問・申込先＝西山ハイキングクラブ　岡庭　
☎933-1481

錦秋の西山古道ハイキング
　少雨決行、荒天中止。軽登山の装備で。
とき＝12月2日□土　善峯寺バス停9：00集合
行程＝▼善峯寺▼西山古道▼柳谷観音・長岡
天神（約13km）
参加費＝500円
持ち物＝▼弁当▼水筒▼雨具
主催・問＝京おとくに街おこしネットワーク　
中山　☎090-5165-8405

第64回歴史文化教室―国史跡：乙訓
古墳群をあるく③向日市の古墳―

とき＝11月12日■日13：00～
ところ＝朝堂院公園
参加費＝300円（資料代・会員は無料）＋
100円（保険代）
問＝乙訓の文化遺産を守る会事務局　長谷川　
☎090-9284-7321

みんなの伝言板
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：0

0～
11

：3
0

行
政
書
士
相
談
	

　
役

場
1階

第
1会

議
室

　
13

:30
～

16
:30

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
の
子

ど
も
・
若
者
と
そ
の
親
の
学
び
の
会

　
役

場
２

階
第

２
会

議
室

　
13

︰
00

～
15

︰
00

秋
季
火
災
予
防
運
動
・
山
火
事

防
止
運
動
・
11
9番
の
日

　
11

/9
～

11
/1

5（
街

頭
啓

発
　

JR
山

崎
駅

、
阪

急
大

山
崎

駅
　

7:3
0～

）
第
3
回
天
王
山
カ
ッ
プ
　
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

　
桂川

河川
敷グ

ラウ
ンド

　9
:00～

12:0
0（

雨天
中止

）
健
康
相
談
（
60
歳
以
上
）

　
長

寿
苑

　
13

︰
00

～
14

︰
45

み
ん
な
で
い
こ
カ
フ
ェ
　

　
洛

和
ヴ

ィ
ラ

大
山

崎
　

12
：0

0～
16

:00

子
育
て
相
談
	

　
各

保
育

所
　

9：
00

～
16

：0
0

園
庭
開
放
	

　
各

保
育

所
　

10
：0

0～
11

：3
0

消
費
生
活
相
談
	

　
役

場
１

階
相

談
室

　
13

：3
0～

15
：3

0
ビ
リ
ヤ
ー
ド
大
会

　
長

寿
苑

　
9：

40
～

15
：0

0

み
ん
な
の
脳
活
性
化
ゲ
ー
ム
	

　
円

明
寺

が
丘

自
治

会
館

　
10

：3
0～

11
：4

0
子
育
て
相
談
	

　
各

保
育

所
　

9 ：
00

～
16

：0
0

園
庭
開
放
	

　
各

保
育

所
　

10
：0

0～
11

：3
0

消
費
生
活
相
談
	

　
役

場
１

階
相

談
室

　
13

：3
0～

15
：3

0

道
路
側
溝
の
泥
回
収
　

町
内

一
円

　
９

：0
0～

17
：0

0
　

（
12

/4
□月

ま
で

に
建

設
課

へ
予

約
）

子
育
て
相
談
　

各
保

育
所

　
９

：0
0～

16
：0

0
園
庭
開
放
　

各
保

育
所

　
10

：0
0～

11
：3

0
消
費
生
活
相
談
　

役場
１階

相談
室　

13：
30～

15：
30

ヘ
ル
シ
ー
メ
イ
ト
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
洛

和
ヴ

ィ
ラ

天
王

山
　

13
：3

0～
15

：0
0

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
　

　
長

寿
苑

 
10

:00
~1

2:0
0

み
ん
な
で
い
こ
カ
フ
ェ
　

　
洛

和
ヴ

ィ
ラ

大
山

崎
　

12
：0

0～
16

：0
0

お
も
て
な
し
ウ
ィ
ー
ク

　
町

内
一

円
（

26
日

■日
ま

で
）

　
（

中
央

公
民

館
で

ワ
ー

ク
シ

　
　

ョ
ッ

プ
も

あ
り

）

心
配
ご
と
相
談
	

　
役

場
１

階
相

談
室

　
13

：3
0～

15
：3

0
み
ん
な
で
い
こ
カ
フ
ェ

　
洛

和
ヴ

ィ
ラ

大
山

崎
　

12
：0

0～
16

：0
0

弁
護
士
相
談（
13
日
□月
よ
り
予
約
受
付
）

　
役

場
2階

第
3会

議
室

　
13

：3
0～

16
：3

0
健
康
相
談
（
60
歳
以
上
）

　
長

寿
苑

　
９

：3
0～

11
：3

0
就
学
時
健
康
診
断

　
大

山
崎

小
学

校
　

13
：4

5～

心
配
ご
と
相
談
	

　
役

場
１

階
相

談
室

　
13

：3
0～

15
：3

0

乙
訓
も
も
出
張
相
談

　
な

ご
み

の
郷

　
13

：3
0～

15
：3

0
障
が
い
者
理
解
促
進
研
修

　
ふ

る
さ

と
セ

ン
タ

ー
3階

ホ
ー

ル
　

　
　

　
13

：0
0～

15
：0

0
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
（
園
庭
開
放
）

「ク
リス
マス
の飾
りを
作ろ
う」
雨天
決行

　
京都

がく
えん

幼稚
園　

14：
00～

15：
00

も
ち
つ
き
大
会

　
長

寿
苑

　
10

：0
0～

12
：0

0

乙
訓
地
方
小
学
生
駅
伝
大
会
予
備
日

い
き
い
き
朝
市
	

　
円

明
寺

脇
山

広
場

　
9：

00
～

売
切

れ

※
学
校
開
放
は、
町
と
き
め
き
チ
ャレ
ン
ジ
推
進
事
業
とし
て
実
施し
て
い
ま
す。
（
他
の
事
業
な
ど
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す。
）

乙
訓
も
も
出
張
相
談

　
な

ご
み

の
郷

　
13

:30
～

15
:30

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

　
長

寿
苑

　
13

︰
00

～
15

︰
00

昭
和
浪
漫
カ
フ
ェ
（
男
性
限
定
）

　
長

寿
苑

　
13

：0
0～

15
：0

0

地

天

陽
だ
ま
り
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

　
円

明
寺

が
丘

自
治

会
館

　
　

　
　

13
：3

0～
15

：0
0

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

今 月 の 納 付

国
民
健
康
保
険
税

第
6

期
分

（
1
1
月
3
0
日
木
ま
で
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
5

期
分

（
1
1
月
3
0
日
木
ま
で
）

介
護
保
険
料

第
6

期
分

（
1
1
月
3
0
日
木
ま
で
）

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
10
　
　
月
　

分
（
1
1
月
3
0
日
木
ま
で
）

図
書
室
休
室
日

19
20

道
路
を
気
持
ち
よ
く
使
う
た
め
に

○
�道

路
上

に
は

み
出

し
た

樹
木

な
ど

は
視

界
や

通
行

の
妨

げ
に

な
り

ま
す

の
で

、
剪

定
し

て
く

だ
さ

い
○

�道
路

や
側

溝
の

上
に

自
転

車
や

植
木

鉢
な

ど
、

通
行

の
妨

げ
に

な
る

も
の

を
置

か
な

い
で

く
だ

さ
い

○
�道

路
や

側
溝

に
ゴ

ミ
を

捨
て

た
り

、
ペ

ッ
ト

の
フ

ン
を

放
置

し
た

り
し

な
い

で
く

だ
さ

い
�

―
建

設
課

―

29
30

町
体
育
館
は
改
修
の
た
め

休
館
し
て
い
ま
す

期
間
＝
８
月
１
日
〜
平
成
3
0
年
3
月
末

問
＝
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
内
23
6）

22
23

町
防

災・
防

犯
情

報
メ

ー
ル

  登
録

の
お

願
い

①
�「

bo
us

ai
.o
ya

m
az

ak
i-t

ow
n@

ra
id

en
.k
ta

iw
or

k.
jp

」に
、

件
名

、
本

文
は

な
に

も
書

か
ず

に
メ

ー
ル

を
送

る
②

�す
ぐ

に
返

信
さ

れ
る

メ
ー

ル
の

指
示

に
従

い
、

�
�

登
録

手
続

き
を

す
る

�
問
＝

33
2 23

12
13

町
民
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

　
「
譲
り
た
い
も
の
」「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
　
譲
り
渡
し
、譲
り
受
け
は
無
料
で
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
の
登
録
状
況
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
込
＝ 3
4

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
勝
竜
寺
埋
立
地
が
満
杯
に
な
る
ま
で
あ
と“
1
4
年
”で
す
。

ご
み
を
減
ら
し
、
美
し
い
ま
ち
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

問
＝




